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Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専
修
）
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
と
川
崎
市
主
催

「
誰
に
で
も
わ
か
る
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
第
２

回
特
別
講
演
が
６
月
３０
日
、

本
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ビ
ジ
ネ
ス
が
社
会
を
変
え

る
～
社
会
企
業
家
の
挑
戦
と

課
題
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿

住
倫
世
商
学
部
教
授
が
講

演
。
高
ま
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
（
∥
社
会
的
な
課

題
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を

取
り
入
れ
て
解
決
す
る
こ

と
）
の
必
要
性
や
課
題
を
解

説
し
た
。

鹿
住
教
授
は
「
事
業
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
適
正

な
対
価
を
得
て
収
益
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
た

め
に
は
新
し
い
問
題
解
決
の

方
法
の
創
出
と
、
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
べ
き
人
材
の
育
成
が

大
事
」
と
述
べ
た
。

第
２
部
で
は
、
ア
カ
デ
ミ

ー
修
了
生
の
事
例
発
表
が
行

わ
れ
、
Ｋ
Ｓ（
川
崎
・
専
修
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ア
カ
デ
ミ
ー
第
５
期
修
了

生
の
須
摩
修
一
さ
ん
（
デ
ジ

タ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
研
究
所
研
究
員
）
と
平
成

２３
年
度
Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専

修
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
生
の

田
村
武
晴
さ
ん
（
㈱
フ
ォ
ー

リ
ン
ク
ス
代
表
取
締
役
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
事
例
を

発
表
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
副
ア
カ

デ
ミ
ー
長
の
神
原
理
商
学
部

教
授
が
、
５０
人
の
参
加
者
に

向
け
て
平
成
２４
年
度
の
講
座

や
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
色
を
紹

介
し
た
。

社
会
科
学
研
究
所
は
、
国
際

財
政
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
地
方

財
政
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

を
７
月
６
、
７
の
両
日
、
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
、
日
中
の
研
究
者
に
よ
る
学

術
的
交
流
を
通
じ
て
、
地
方
財

政
か
ら
日
中
の
財
政
制
度
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
。

こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

地
方
財
政
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
、
地
方
税
・
一
般
補
助
金
・

公
的
扶
助
・
地
方
債
・
特
定
補
助

金
・
地
方
独
自
課
税
な
ど
を
論

題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
５０
分
間
の
研

究
報
告
と
討
論
で
構
成
。
日
本

側
は
金
子
勝
慶
應
義
塾
大
学
教

授
は
じ
め
、
本

学
を
含
む
６
大

学
か
ら
１０
人
の

研
究
者
が
、
中

国
側
は
上
海
財

経
大
学
公
共
経

済
与
管
理
学
院

の
６
人
の
研
究

者
の
合
計
１６
人

が
出
席
。
２
日

間
に
わ
た
っ
て

活
発
な
討
議
が

行
わ
れ
た
。

日
本
は
、
１

９
５
０
～
６０
年

代
に
高
度
経
済

成
長
を
遂
げ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
２０
年
間
、
長
期
的
な

経
済
停
滞
期
に
突
入
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
が
持
続
可
能
性
を

失
い
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
改
革

開
放
以
降
す
さ
ま
じ
い
経
済
成

長
を
維
持
す
る
中
国
は
、
２
０

１
０
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
で
日
本
を
抜
き
世
界
第
２

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
が
、

地
域
間
格
差
の
拡
大
や
急
速
な

少
子
高
齢
化
な
ど
大
き
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

初
日
、
宮
嵜
晃
臣
事
務
局
長

（
経
済
学
部
教
授
）
の
開
会
あ

い
さ
つ
の
後
、
原
田
博
夫
大
学

院
経
済
学
研
究
科
長
（
経
済
学

部
教
授
）
が
「
日
本
と
中
国
は

東
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
同
じ
文

化
と
社
会
構
造
を
も
つ
。
そ
う

し
た
意
味
で
日
本
と
中
国
の
地

方
財
政
を
比
較
す
る
こ
と
は
た

い
へ
ん
有
意
義
な
こ
と
」
と
語

り
、
中
国
の
研
究
者
に
対
し
歓

迎
と
敬
意
を
表
明
し
た
。

続
い
て
町
田
俊
彦
社
会
科
学

研
究
所
長
（
経
済
学
部
教
授
）

と
蒋
洪
上
海
財
経
大
学
教
授
が

地
方
財
政
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

町
田
教
授
は
、
日
本
の
地
方

財
政
制
度
の
過
去
と
現
在
を
詳

細
に
解
説
す
る
中
で
、
消
費
税

増
税
と
税
収
配
分
の
関
係
に
触

れ
「
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移

譲
が
、
今
後
の
地
方
財
政
の
カ

ギ
と
な
る
」
と
語
っ
た
。

蒋
洪
教
授
は
、
地
方
と
中
央

の
財
政
制
度
に
お
け
る
権
限
構

造
や
問
題
点
を
概
説
し
「
中
国

の
地
方
政
府
は
立
法
権
も
徴
収

権
も
な
く
権
限
を
中
央
に
委
ね

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

予
算
の
適
正
な
執
行
と
情
報
公

開
を
求
め
て
改
革
を
進
め
る
べ

き
だ
」
と
語
っ
た
。

社
会
科
学
研
究
所
は
今
回
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
、
中
国
の

地
方
財
政
制
度
の
現
状
と
日
本

が
直
面
す
る
財
政
問
題
に
つ
い

て
相
互
理
解
を
深
め
、
よ
り
密

度
の
濃
い
討
議
を
行
う
べ
く
、

国
際
財
政
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
第

２
弾
を
９
月
に
上
海
財
経
大
学

で
開
催
す
る
。

女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る

力
を
養
う
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
講
座
が

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
中

だ
。７

月
１０
日
に
行
わ
れ
た
前

期
第
８
回
講
座
で
は
、
元
㈱

ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
人
材
開

発
室
長
の
信
川
幸
代
さ
ん
が

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
仕
事
に

す
る
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
行
い
、
約
６０
人

が
聴
講
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を

持
つ
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
に
１８
年

間
在
籍
し
た
信
川
さ
ん
に
と

っ
て
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
仕

事
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
自

分
を
磨
き
続
け
る
こ
と
」
だ

と
い
う
。

「
そ
の
た
め
に
３
６
５
日

五
感
を
鍛
え
、
自
分
が
『
好

き
だ
』
と
言
え
る
も
の
を
持

つ
こ
と
が
大
切
」
と
説
く
。

講
義
で
は
実
際
に
「
私
に
と

っ
て
の
大
切
な
こ
と
」
「
私

に
と
っ
て
達
成
し
た
い
結

果
」
「
１０
年
後
に
在
り
た
い

私
の
姿
」
を
書
き
出
し
、
参

加
者
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
す
る
ワ
ー
ク
も
行
わ
れ

た
。ま

た
「
第
一
印
象
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一

歩
。
笑
顔
を
心
が
け
、
意
識

す
れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
自
分
や
そ
の
指
向
、
行
動

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
し

て
、
未
来
を
変
え
て
み
ま
し

ょ
う
」
と
「
就
活
」
を
控
え

た
学
生
た
ち

を

激

励

し

た
。久

保
由
香

里
さ
ん
（
商

２
）
は
「
生

き
て
行
く
う

え
で
好
き
な

こ
と
を
持
つ

こ
と
の
大
切

さ
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
第

一
印
象
を
大
切
に
し
、
笑
顔

で
大
学
生
活
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し

た
。

※
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
（
ヒ
ー
ブ
）
講

座
∥
女
子
学
生
限
定
の
講
座

で
、
企
業
や
各
界
で
活
躍
す

る
人
を
招
い
て
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
日
本
経
済
、
国
際

経
済
、
消
費
・
流
通
、
環
境

問
題
に
関
す
る
多
彩
な
講

義
、
企
業
訪
問
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な

講
座
を
開
講
し
、
実
社
会
で

役
立
つ
実
務
能
力
と
、
女
性

と
し
て
必
要
な
資
質
を
磨
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

詳
細
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
へ
。

７
月
６
日

▽
司
会

金
子
勝
（
慶
應
義
塾

大
学
）
▽
報
告
者
∥
朱
為
群
、

劉
小
川
、
宋
健
敏
（
以
上
、
上

海
財
経
大
学
公
共
経
済
与
管
理

学
院
）
▽
討
論
者
∥
宮
﨑
雅
人

（
埼
玉
大
学
）
、
関
口
智
（
立

教
大
学
）、
池
上
岳
彦
（
同
）、

田
中
聡
一
郎
（
同
）

７
月
７
日

▽
司
会

宮
﨑
雅
人
▽
報
告
者

∥
陶
勇
、
胡
怡
建
、
朱
為
群（
以

上
、
上
海
財
経
大
学
公
共
経
済

与
管
理
学
院
）
▽
討
論
者
∥
井

手
英
策
（
慶
應
義
塾
大
学
）
、

沼
尾
波
子
（
日
本
大
学
）
、
青

木
宗
明
（
神
奈
川
大
学
）

▽
総
括
∥
日
本
側

金
子
勝
、

中
国
側

朱
為
群

▽
通
訳

徐
一
睿
（
慶
應
義
塾

大
学
）
、
宋
宇
（
横
浜
国
立
大

学
）、
張
穎

川
崎
市
と
専
修
大
学
が
共

同
で
開
講
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
人
材
を
育
て

る
「
Ｋ
Ｓ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」

（
川
崎
市
・
専
修
大
学
共
同

市
民
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育
成
事

業
、
専
修
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
特
別
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
が
１０
月
か
ら
始
ま

り
、
受
講
生
を
募
集
す
る
。

◇
期
間

２
０
１
２
年
１０
月

２
日
（
火
）
～
１３
年
２
月
９

日
（
土
）

◇
募
集
人
員

受
講
生
３０

人
、
部
分
履
修
生
５
人

◇
学
費

受
講
生
５
万
円
、

部
分
履
修
生
（
１
科
目
）
１

万
円

◇
教
室

専
修
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
向
ヶ
丘

遊
園
北
口
駅
前
ア
ト
ラ
ス
タ

ワ
ー
２
階
）

◇
申
し
込
み
期
間

９
月
３

日
（
月
）
～
９
月
１２
日
（
水
）

［
必
着
］

◇
選
考

書
類
審
査
（
１

次
）
・
面
接
（
２
次
）

◇
募
集
説
明
会
▽
８
月
２０
日

（
月
）１９
時
～
、
川
崎
市
産
業

振
興
会
館
▽
同
２７
日（
月
）１９

時
～
、
専
修
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
同
２９
日

（
水
）１９
時
～
、
麻
生
区
役
所

▽
同
３１
日（
金
）１９
時
～
、
高

津
区
役
所
▽
９
月
２
日（
日
）

１６
時
～
、
専
修
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス


専
修
大
学
大
学
院
事
務
課

Ｋ
Ｓ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
係
☎
０

４
４
（
９
２
２
）
９
３
８
４

Ｋ
Ｓ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
５

カ
月
間
に
わ
た
り
大
学
院
レ

ベ
ル
の
講
義
と
、
地
域
や
街

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
で
の
現
場
研
修

な
ど
を
提
供
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む

人
材
を
養
成
す
る
。
１０
月
か

ら
の
平
成
２４
年
度
開
講
に
向

け
、「
社
会
に
貢
献
で
き
る
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

題
す
る
全
２
回
の
公
開
講
座

を
開
催
す
る
。

７
月
２８
日
、
第
１
回
「
２

人
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
川
廷

昌
弘
氏
（
㈱
博
報
堂
広
報
室

Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
部
長
）
と

安
藤
哲
也
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
・
ジ

ャ
パ
ン
／
フ

ァ
ウ
ン
ダ
ー

・
副
代
表
）

の
講
演
に
約

６０
人
が
集
ま

っ
た
。

環
境
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
川
廷
氏

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
（
生
物
多
様

性
条
約
第
１０
回
締
約
国
会
議

∥
２
０
１
０
年
名
古
屋
で
開

催
）
を
き
っ
か
け
に
設
立
さ

れ
た
「
生
物
多
様
性
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
『
広
報
・
教
育
・
普
及

啓
発
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）』」
を
行

う
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ

ジ
ャ
パ
ン
代
表
を
務
め
る
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
生
物
多
様
性

に
専
門
的
な
知
識
は
必
要
か

？
」
と
い
う
問
い
か
け
で
始

ま
っ
た
講
演
で
は
、
こ
れ
ま

で
議
論
さ
れ
て
き
た
生
物
多

様
性
の
保
全
や
先
人
が
唱
え

る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
概
念
に
触
れ
、

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
生
物
多
様
性
も

日
本
人
の
暮
ら
し
の
営
み
そ

の
も
の
。
地
域
の
文
化
を
見

直
し
、〝
現
代
の
伝
承
者
〟
と

な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
地

球
を
還
し
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
役
目
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を

〝
自
分
ご
と
〟
と
し
て
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
こ

う
」
と
語
っ
た
。

イ
ク
メ
ン
ブ
ー
ム
の
立
役

者
で
あ
る
安
藤
哲
也
氏
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
立
ち
上

げ
、
父

親
の
子
育
て
支
援

事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、
父

子
家
庭
支
援
や
男
性
の
育
休

取
得
推
進
な
ど
政
策
提
言
と

し
て
の
活
動
を
行
っ
て
き

た
。安

藤
氏
は
、
「
主
体
的
に

子
育
て
を
す
る
父
親
が
増
え

れ
ば
企
業
の
意
識
も
変
わ

り
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会

に
つ
な
が
る
」
と
語
っ
た
。

第
２
回
は
９
月
２
日
に
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
支
援
と
は
何
か
～
大
学
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
取
組
む
社
会

貢
献
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
か

れ
る
。

国
際
財
政
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
地
方
財
政
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
生
ら
が
体
験
発
表

ＫＳ（川崎・専修）ソーシャル・ビジネス・アカデミーＫＳ（川崎・専修）ソーシャル・ビジネス・アカデミー

社
会
科
学
研
究
所

▲

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
必
要
性
や
課
題

に
つ
い
て
解
説
す
る

鹿
住
教
授

第２回特別講演

出
席
者
（
敬
称
略
）

日
・
中
１６
人
の
研
究
者
が
討
議

▲ ２日間にわたり活発な討議が行われた

「
社
会
貢
献
」テ
ー
マ
に
公
開
講
座

環
境
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
、イ
ク
メ
ン
支
援
な
ど

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
仕
事

に
す
る
」
６０
人
が
聴
講

座

▶

講
演
す
る
川
廷
氏

▲ 講演する信川さん

講

受
講
生
を
募
集

ＢＩＥＨ
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